
 

   

 

  2025年11月17日 

 

「タテシナ会議」海外分科会、トヨタ・モビリティ基金とHondaによる 

タイでの交通安全文化の醸成を目指す「KUB-DEE-DAI-DEE」キャンペーンを開始 

― 「良いことをすれば、良いことが返ってくる」というタイに根付く考え方を 

コンセプトに、安全運転を促進 ― 

 

一般財団法人トヨタ・モビリティ基金（理事長：豊田章男、Toyota Mobility Foundation、以下「TM

F」）と本田技研工業株式会社（取締役代表執行役社長：三部敏宏、以下「Honda」）は、タイでの

交通安全課題に共同で取り組む「KUB-DEE-DAI-DEE（良い運転をすれば、良いことが返ってく

る）」キャンペーンを本日より開始します。 

TMFとHondaは、交通事故死傷者ゼロに向けた業界横断の枠組み「タテシナ会議」*1海外分科

会*2で連携し、日本の活動で得た知見を海外にも広く展開することで、より安全な交通環境づく

りに取り組んでいます。その一環として、四輪車と二輪車が関与する事故の防止を目的に、タイ

の文化に根付く「TAM-DEE-DAI-DEE（良いことをすれば良いことが返ってくる）」という考え方を

コンセプトとしたキャンペーンを展開し、その効果を検証します。 

 

キャンペーン特設サイト：リンク 

 

1．背景 

タイでは急速な経済発展に伴い交通事故も増加しており、特に若年層を中心に四輪車と二輪車

の事故が深刻な課題となっています。これまで多くの教育、啓発活動が行われてきましたが、さ

らなる対策が求められています。今回のキャンペーンでは、四輪車と二輪車に関わるTMFと 

Hondaが連携し、SNS等のオンラインメディアを活用した啓発活動を行うことで、特に若年層の交

通安全への意識の向上、知識習得、行動変容を目指します。また、バンコク都庁によるキャンペ

ーンの認知向上をはじめとした支援のもと、地域に根差した活動を展開していきます。 

 

https://kubdeedaidee.com/


 

   

 

＜キャンペーンネーム、ロゴ＞ 

 

2．キャンペーンのアプローチ 

本キャンペーンは、世代を超えてタイの日常生活に深く根付いている伝統的なことわざ「TAM- 

DEE-DAI-DEE（良いことをすれば良いことが返ってくる）」という考え方を交通安全行動に結びつ

ける試みです。交通安全に繋がる知識を「義務」ではなく、自分や周囲に良い影響がある「前向

きな行動」として捉え直し、日常の運転行動を自然な形で安全に変えていくための仕掛けを織り

込んでいます。 

TMFとHondaは四輪車と二輪車がお互いに思いやりを持つことによる安全な交通社会の実現を

目指しています。そのために、四輪車は、運転中に二輪車の存在も想定し、死角を確認すること

や、お互いに車間距離を保つことなど、日常の小さな行動を「KUB-DEE（良い運転）」として題材

に取り上げ、交通環境で”安全な行動”が自然と意識されるような働きかけを行います。また、こ

れらの「KUB-DEE（良い運転）」はタイでの多発事故パターンや運転習慣を踏まえ、安全確保に

とって特に重要な行動を選定しています。  



 

   

 

 

＜キービジュアル例＞ 

 

3．取り組みの概要 

キービジュアルの制作にあたっては、タイの新進アーティストであるサラウット・パンヌ氏とのコラ

ボレーションにより、サラウット氏の持ち味である現代的ビジュアルと伝統的なタイのモチーフを

融合した作品をビジュアルに取り入れ、若い世代の共感を得ることを狙います。 

 

＜特設サイトのトップページ＞ 

 



 

   

 

また、キャンペーンサイト内には、行動変容に向けたインタラクティブな仕掛けとして「KUB-DEE

-DAI-DEE Generator」を設置します。ユーザーはサイトで紹介する「KUB-DEE（良い運転）」から

自身が特に意識したい運転行動を選び、オリジナル壁紙やショート動画を生成してSNSで共有

することができます。知識を獲得するだけでなく、自ら周囲に宣言してもらうことで、日々の行動

変容に繋げます。 

 

＜特設サイトで体験できる「KUB-DEE-DAI-DEE Generator」＞ 

4．今後の展開 

キャンペーンは2025年11月からバンコク、チェンマイを対象地域として、SNS、屋外広告、特設

サイト、バンコク都庁が保有するメディアを通じてデジタル・オフライン両面で展開されます。その

知見をもとに、2026年には、トヨタ・モーター・タイランド（TMT）、ホンダタイ基金とのパートナーシ

ップのもと、より多くの方々に交通安全のメッセージを届けるためキャンペーンを拡大していくこ

とを予定しています。 

 

なお、キャンペーン開始に伴い、各社・機関から以下のとおりコメントしています。 

バンコク都知事 チャッチャート・シッティプント： 

バンコクは交通安全を非常に重視しています。TMFとHondaが『KUB-DEE-DAI-DEE』キャンペ

ーンを立ち上げたことは、思いやりある安全運転文化を育む大きな一歩です。バンコク都庁とし

てもこの取り組みを全面的に支援し、道路が誰にとっても安全で住みやすいものとなるよう努め

ていきます。 



 

   

 

トヨタ・モビリティ基金 理事長代行 松田進： 

タテシナ会議では、「交通安全は皆がつくるもの」という考えのもと、一人ひとりがそれぞれの立

場で出来ることを考え、行動に移すことを大切にしています。「KUB-DEE-DAI-DEE」のコンセプ

トがタイの皆さまに受け入れられ、四輪車、二輪車の立場を問わず、思いやりの心と交通安全

の輪が広がっていくことを願っております。 

 

本田技研工業株式会社 安全運転普及本部 事務局長 髙石秀明： 

タイで深刻な交通問題に対し、TMFと一緒に「KUB-DEE-DAI-DEE」キャンペーンを始められるこ

とを嬉しく思います。  

四輪車と二輪車、どちらの立場からもお互いに思いやりを持った運転を広げ、交通事故ゼロの

社会を目指して、すべての人に安心と喜びを届けていきます。 

 

＜URL＞ 

キャンペーンサイト リンク 

 

*1 タテシナ会議：毎年、交通安全に祈りを捧げる蓼科山聖光寺夏季大祭において自動車や関係する業

界のトップ役員が一堂に会す機会を活用した交通安全のための会議。2023年には、実効性のある活動

に取り組むための5つの分科会が発足 

企業の枠組みを超えた交通事故死傷者ゼロに向けた取り組み「タテシナ会議」の活動について 

*2 海外分科会：国内での交通安全活動の知見を海外に展開することを目的に設立。10万人当たりの交

通事故死者数が高いタイを活動地域に、データを活用した事故対策活動や啓発活動に取り組む  

トヨタ・モビリティ基金「タテシナ会議」海外分科会、タイにおける交通事故死傷者の低減を目指し、車両

プローブデータ等の活用による交通安全プロジェクトをバンコクで開始 

  

https://kubdeedaidee.com/
https://toyotamobilityfoundation.jp/activity/traffic_safety/tateshina_meeting.html
https://toyotamobilityfoundation.jp/news/release/0142.html
https://toyotamobilityfoundation.jp/news/release/0142.html


 

   

 

トヨタ自動車は創業以来、お客様、ビジネスパートナー、従業員、そして地域社会等、全てのス

テークホルダーを尊重しながら、自動車を通じた豊かな社会づくりを目指して事業活動を行なっ

ています。そして、より公益的な活動を行うことを目的に、2014 年8 月、TMFを設立しました。 

TMFでは、モビリティを通じた豊かな社会づくりへの貢献に向けて、世界中で移動課題への対応

をはじめとした幅広いプロジェクトに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先）TMF 西田 / 赤松 

 TEL： 080-5187-5571 / 080-6564-1176 

 （受付時間：8:30～17:30 土・日祝日除く） 

 E-mail ：j.nishida@toyota-mf.org / h.akamatsu@toyota-mf.org / info@toyota-mf.org  



 

   

 

 


